


要約:将来発達障害の危険性を有すると考えられる極低出生体重児を予測するための危険

因子を特定することを目的として検討をおこなった.6 歳時の知能検査で IQ80 未満,もし

くは脳性麻痺,精神運動発達がすでに確定したものにおいて,その原因とえられる危険因子

のうち,出生 750g 未満,多胎,脳の形態異常に着目し検討した.この結果,出生体重 750g 未

満では,生存率は,66.7%で生存退院の 70-80%達障害の危険性が示唆された.  また,多胎 11

名中 6 歳時に発達評価が可能であった 9 名において 2 名が脳性麻痺,4 名が IQ80 以下であ

った.脳性麻痺児 6名では低体重のほかに低酸素性脳症,脳室内出血,脳室周囲白質軟化,脳

梗塞などを合併していたが,その結果として全例に頭部超音波検査や CT で脳の形態異常が

認められた.この 3 つ危険因子のうち,いずれかを有する児は発達障害を示した児の 60%を

占めており,発達障害予測の指標として出生体重 750g 未満,多胎,脳の形態異常といった要

因の有用性について今後さらに検討が必要と思われる.


